
ウィーン、風車のある景色
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　２
０
０
９
年
９
月
か
ら
ほ
ぼ
1
年
間

の
在
外
研
究
の
大
半
を
ウ
ィ
ー
ン
で
過

ご
し
て
き
た
。
最
初
の
１
ヶ
月
ほ
ど
短

期
滞
在
者
用
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た
後
、

地
下
鉄
２
号
線「
メ
ッ
セ
・
プ
ラ
ー
タ

ー
」駅
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に
居
を
定
め

た
。
映
画「
第
３
の
男
」で
有
名
な
、
遠

目
に
は
巨
大
な
風
車
の
よ
う
に
も
見
え

る
大
観
覧
車
の
あ
る
プ
ラ
ー
タ
ー
の
遊

園
地
の
近
く
で
あ
る
。
プ
ラ
ー
タ
ー
は

広
大
な
公
園
で
、
週
末
に
は
多
く
の
市

民
が
公
園
内
に
あ
る
遊
園
地
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
広
場
で
、
の
ん
び
り
と
休
日
を

過
ご
し
て
い
る
。
プ
ラ
ー
タ
ー
遊
園
地

は
入
場
無
料
で
、
最
新
の
絶
叫
マ
シ
ー

ン
か
ら
昔
懐
か
し
い
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン

ド
ま
で
あ
り
、
大
人
も
子
供
も
楽
し
め

る
。
中
に
は
本
物
の
馬
の
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
な
ん
て
い
う
乗
り
物
も
あ
る
。

　ウ
ィ
ー
ク
・
デ
ー
の
プ
ラ
ー
タ
ー
の

緑
地
に
は
、
学
校
の
生
徒
た
ち
の
姿
が

目
立
つ
。
ウ
ィ
ー
ン
の
学
校
の
多
く
に

は
運
動
場
が
な
い
。
ま
た
、
学
校
も
含

め
て
全
て
の
建
物
が
同
じ
よ
う
な
建
て

ら
れ
方
を
し
て
い
る
の
で
、
引
越
後
し

ば
ら
く
は
近
く
の
学
校
の
存
在
に
気
付

か
な
か
っ
た
ほ
ど
だ
。
学
校
内
に
運
動

施
設
が
な
い
の
で
、
週
に
１
、
２
度
、

先
生
に
引
率
さ
れ
て
、
体
育
と
い
う
か

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か
、
と
も
か

く
身
体
を
動
か
し
に
生
徒
達
が
プ
ラ
ー

タ
ー
に
行
く
わ
け
で
あ
る
。
生
徒
の
ス

ポ
ー
ツ
に
関
し
て
、
日
本
で
は
学
校
の

放
課
後
に
行
わ
れ
る
ク
ラ
ブ
活
動
が
中

心
で
あ
る
の
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
地
域
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
を
見
る
限
り
、
そ
れ
は
理
念

が
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
よ
り
、
学
校

で
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
イ
ン
フ
ラ
が
な
い

の
だ
か
ら
、
地
域
ク
ラ
ブ
中
心
の
青
少

年
ス
ポ
ー
ツ
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
よ
う
に
思
え
る
。

　住
民
登
録
後
に
一
番
驚
か
さ
れ
た
の

は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
社（
電
気

と
ガ
ス
を
配
給
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
公

社
）か
ら「
契
約
申
込
書
」が
郵
送
さ
れ
、

そ
こ
に「
ど
の
電
力
会
社
と
契
約
す
る

か
？
」と
書
か
れ
て
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
E
U
で
は
、
１
９
９
７
年
に
発

効
し
た「
E
U
電
力
指
令
」以
降
、
各

国
で
電
力
の
自
由
化
が
進
め
ら
れ
、
中
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ぶどう畑越しに見るウィーン市街
丘の麓グリツィングには、ホイリゲと呼ばれる造り酒屋が数多くある。ここには転居を繰
返したベートーヴェンの住居もあちこちに点在する。写真の左の端の緑がプラーターの森、
大観覧車もうっすらと見える

で
も
、
北
欧
と
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
、
自
由
化
率
１
０
０
％
（「
指
令
」

の
完
全
実
施
）と
な
っ
て
い
る
。
日
本

で
固
定
式
電
話
の
契
約
先
と
し
て

N
T
T
や
K
D
D
I
を
自
由
に
選
べ

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
は
電
力
会
社
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
電

力
会
社
は
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や

C
O
2
排
出
量
を
年
次
報
告
書
で
消

費
者
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
消
費
者
が
電
力
会
社
を
選

択
す
る
際
の
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
っ
て

い
る
。
も
っ
と
も
私
の
場
合
は
、
契
約

書
の
内
容
を
理
解
し
、
定
め
ら
れ
た
期

日
ま
で
に
最
低
限
記
入
す
べ
き
欄
を
埋

め
る
の
が
や
っ
と
の
こ
と
で
、
10
社
程

あ
る
電
力
会
社
を
あ
れ
こ
れ
調
べ
る
余

裕
な
ど
な
く
、「
ウ
ィ
ー
ン
・
エ
ナ
ジ

ー
社
お
任
せ
コ
ー
ス
」を
選
択
し
た
。

電
力
と
ガ
ス
料
金
は
、
リ
ビ
ン
グ
、
寝

室
、
キ
ッ
チ
ン
の
３
部
屋
の
ア
パ
ー
ト

に
夫
婦
２
人
住
ま
い
で
、
１
ヶ
月
平
均

で
合
計
50
ユ
ー
ロ（
６
０
０
０
円
弱
）ほ

ど
で
あ
っ
た
。
夫
婦
、
子
供
２
人
の
標

準
世
帯
で
、
月
50
〜
１
０
０
ユ
ー
ロ
と

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
多
く
も
な
く
少

な
く
も
な
し
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。　オ

ー
ス
ト
リ
ア
は
チ
ロ
ル
地
方
を
中

心
に
水
力
が
豊
富
で
、
全
発
電
電
力
量

の
約
３
分
の
２
を
水
力
発
電
が
占
め
、

さ
ら
に
小
規
模
水
力
発
電
な
ど
水
力
の

一
層
の
利
用
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
新

聞
の
経
済
欄
に「
電
力
料
金
の
高
い
ド

イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州
か
ら
、
電
力
料

金
の
安
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州

に
移
転
す
る
工
場
が
多
く
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
中
で
チ
ロ
ル
州
が
最
高
の
経
済

成
長
率
」と
い
っ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
豊
富
な
水

力
の
お
か
げ
で
周
辺
国
と
比
べ
て
電
力

料
金
は
安
い
で
あ
ろ
う
。

ハルシュタット湖
湖畔には、氷河から流れ出た水を利用した
水力発電所がある。険しい山々と湖水（天
然のダム）は豊かな水力発電の源である。
写真中央左寄りの集落ハルシュタットはユ
ネスコ世界遺産

大観覧車（リーゼン・ラート）
現存する世界最古の観覧車である

　風
力
の
活
用
も
増
大
し
て
い
る
。
ウ

ィ
ー
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
の

東
端
で
、
ド
ナ
ウ
川
沿
い
の
地
域
は
大

西
洋
か
ら
吹
き
付
け
る
北
西
の
風
が
ハ

ン
ガ
リ
ー
平
原
に
抜
け
る
通
り
道
に
な

っ
て
い
る
。
強
風
が
吹
く
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
安
定
し
た
風
が
吹
く
。

む
し
ろ
こ
の
方
が
風
力
発
電
に
は
適
し

て
い
る
ら
し
い
。
ウ
ィ
ー
ン
近
郊
の
山

や
ブ
タ
ペ
ス
ト
へ
抜
け
る
鉄
道
や
道
路

か
ら
は
、
風
力
発
電
の
風
車
が
林
立
す

る
景
色
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
国
の

電
力
政
策
も
あ
る
が
、
グ
リ
ー
ン
度
の

高
い
電
力
会
社
を
選
択
す
る
市
民
の
多

さ
が
、
こ
の
景
色
を
生
ん
で
い
る
。風力発電用の風車群

ブタペスト行き列車の車窓から撮影
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